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【前期】

血液検査学

前期　・　後期　・　通年

三菱鉱業端島鉱病院検査部に5年、健康保険諌早総合
病院に34年（計39年臨床検査技師として勤務）。
その間、日臨技血液検査研究班班長などを歴任、
平成15年には認定血液検査技師となる。

授業の目的・目標 成績評価の方法
前期については臨地実習に対応できる医療現場の実情を講義。後
期については国家試験合格を目指す為の講義を行う。

出欠状況、授業態度は勿論であるが、質問に対する回答
能力も評価したい。最終的には単位認定試験、卒認試験
での評価とする。

授業の概要・授業方針 テキスト・参考資料等

前期は臨地実習に行くに当たり、身に着けておきたいマナーや最低
限求められる質問に対応できることを目的とする。
後期は国家試験に向けて血液学の基礎から疾患をこうぎし、後半は
国試過去問を中心に解説する。

教科書（医歯薬出版社）の血液検査学を中心に、国家試
験問題解説集などを使用。

授業計画

第　７講　凝固の検査（内因系、外因系、Ｆｉｂ、複合因子）

第　１講　　臨地実習の注意点と学内実習との違い　　　ルーチン検査を中心に

第　２講　　臨地実習施設における検査の現状、オーダリング・自動分析機・特殊検査等について

第　３講　　血液検査（ＣＢＣ・形態・凝固・線溶）の基礎と注意点

第　４講　　血液検査結果と疾患の関係について。

【後期】

第　１講　血液の基礎・採血と抗凝固剤・・・・・成分、性状、機能、産生と崩壊　　　　

第　２講　赤血球・白血球・血小板の産生と崩壊　　

第　３講　赤血球・白血球・血小板の増減と疾患（１）

第　４講　赤血球・白血球・血小板の増減と疾患（２）

第　５講　止血機構・・・・血管と止血、血小板の機能、血小板に関わる疾患

第　６講　凝固の機序と凝固抑制機構、第１相、第２相、第３相、内因系、外因系、共通系　

第１９講　国試過去問解説

第　８講　線溶と線溶抑制の機序、線溶因子の産生と構造、機能、線溶抑制機構

第　９講　線溶因子及び抑制因子の検査、分子マーカー

第１０講　出血性素因・・検査と疾患、血栓症・抗血栓療法

第１１講　形態検査・・・・普通染色、特殊染色、ＭＧ染色、ＰＯ染色、Ｅｓｔ染色ほか

第１２講　末梢血、骨髄の観察・・・形態と疾患（形態異常）　

第１３講　白血病・・・・・・急性白血病（ＦＡＢ分類・WHO分類）慢性白血病と特殊白血病　　

第１４講　国試過去問解説　

第１５講　国試過去問解説

第１６講　国試過去問解説

第１７講　国試過去問解説

第１８講　国試過去問解説

第２０講　国試過去問解説

第２１講　予備


